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私
は
年
賀
状
の
お
も
て
面
の
下
半
分
に
、

例
年
憲
法
の
条
文
を
書
い
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
前
文
の
一
部
で
あ
っ
た
り
，
九
条
（
戦
争

放
棄
、
軍
備
及
び
交
戦
権
の
否
認
）
、
二
十

四
条
（
家
族
生
活
に
お
け
る
個
人
の
尊
厳
と

両
性
の
平
等
）
、
二
十
五
条
（
生
存
権
、
国

の
社
会
的
使
命
）
で
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
最

近
は
九
十
九
条
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

以
下
の
と
お
り
で
す
。

第
九
十
九
条

天
皇
又
は
摂
政
及
び
国
務

大
臣
、
国
会
議
員
、
裁
判
官
そ
の
他
の
公
務

員
は
、
こ
の
憲
法
を
尊
重
し
擁
護
す
る
義
務

を
負
ふ
。

こ
の
点
で
今
の
天
皇
は
立
派
で
す
。
こ
と

あ
る
た
び
に
憲
法
擁
護
の
発
言
を
し
て
い
ま

す
。し

か
し
な
が
ら
、
六
月
の
荒
川
区
議
会
最

終
日
に
「
憲
法
改
正
の
早
期
実
現
を
求
め
る

意
見
書
」
が
、
事
前
に
区
民
に
対
し
て
何
も

知
ら
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
議
会
で
十
分
な
議

論
も
な
く
強
行
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
全
く
九

十
九
条
違
反
で
す
。
私
は
荒
川
九
条
の
会
連

絡
会
の
代
表
世
話
人
を
仰
せ
つ
か
っ
て
い
ま

す
。
私
自
身
は
機
械
学
会
の
年
次
大
会
が
あ
っ

て
参
加
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
先
週
荒

川
区
議
会
議
長
あ
て
に
抗
議
文
を
手
渡
し
ま

し
た
。
同
時
に
、
賛
成
し
た
議
員
へ
は
抗
議

文
書
を
議
会
事
務
局
か
ら
渡
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
お
願
い
し
、
全
員
に
渡
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。

少
し
前
に
安
倍
政
権
は
集
団
的
自
衛
権
容

認
の
閣
議
決
定
を
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
日
本

が
攻
撃
さ
れ
て
い
な
い
の
に
、
海
外
で
戦
争

で
き
る
国
に
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

憲
法
九
条
を
も
う
一
度
思
い
お
こ
し
ま
し
ょ

う
。日

本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す

る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求
し
、
国
権
の
発

動
た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武

力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段

と
し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
。
２

前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
陸
海
空
軍

そ
の
他
の
戦
力
は
こ
れ
を
保
持
し
な
い
。
国

の
交
戦
権
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
。

な
ん
と
格
調
高
い
文
章
で
し
ょ
う
。
私
が

中
学
で
憲
法
を
学
習
し
た
時
の
胸
の
高
ま
り

を
思
い
出
し
ま
す
。

朝
の
NHK
ド
ラ
マ
『
花
子
と
ア
ン
』
は
今
、

戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
厳
し
い
状
況
が

リ
ア
ル
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
あ
の
戦
争
に

突
き
進
ん
で
い
っ
た
日
本
の
状
況
に
た
い
へ

ん
似
て
き
た
と
、
作
者
の
中
園
ミ
ホ
さ
ん
は

テ
レ
ビ
で
発
言
し
て
い
ま
し
た
。
蓮
子
の
長

男
は
終
戦
直
前
に
戦
死
し
ま
し
た
。
蓮
子
は

戦
争
を
あ
お
っ
た
花
子
に
『
長
男
を
返
し
て
！
』

と
叫
び
ま
す
。
あ
の
暗
い
時
代
を
再
現
さ
せ

な
い
た
め
に
微
力
を
尽
く
し
ま
す
。

日
本
国
憲
法
第
九
十
九
条

吉田喜一
教授の
ものつくり
工学便り

こ
ん
に
ち
は
。
メ
ガ
ネ
の
サ
ト
ウ
４
代
目
で
す
。

今
回
は
、
本
年
８
月
１
日
に
就
航
し
た
ば
か
り
の

Ｌ
Ｃ
Ｃ
「
春
秋
航
空
日
本(

ス
プ
リ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン)

」

に
乗
っ
て
、
広
島
県
呉
市
を
訪

ね
た
お
話
で
す
。

ス
プ
リ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
は
、

中
国
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
「
春
秋
航
空
」

が
33
％
を
出
資
し
て
設
立
さ
れ

た
日
本
の
航
空
会
社
で
す
。
中

国
系
、
と
聞
く
と
色
々
な
こ
と

を
考
え
て
し
ま
い
そ
う
で
す
が
、

結
論
か
ら
先
に
言
え
ば
、
今
回

の
フ
ラ
イ
ト
は
良
い
意
味
で
予

想
を
裏
切
ら
れ
る
も
の
で
、
機

会
が
あ
れ
ば
是
非
ま
た
乗
っ
て

み
た
い
と
思
え
る
ほ
ど
で
し
た
。

成
田
空
港
で
は
、
例
に
よ
っ
て
タ
ラ
ッ
プ
で
の

搭
乗
で
し
た
が
、
新
品
の
機
体
な
の
で
、
機
内
外

と
も
ピ
カ
ピ
カ
で
す
。
乗
務
員
全
員
と
乗
客
の
ほ

と
ん
ど
が
日
本
人
で
あ
っ
た
上
に
、
機
内
ア
ナ
ウ

ン
ス
も
日
本
語
と
英
語
の
み
だ
っ
た
の
で
、
従
来

の
国
内
線
と
雰
囲
気
は
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

広
島
到
着
前
に
は
、
先
の
土
砂
災
害
へ
の
お
見
舞

い
も
告
げ
ら
れ
る
な
ど
、
丁
寧
な
印
象
を
受
け
ま

し
た
。
特
筆
す
べ
き
は
機
内
販
売
で
、
就
航
地
ゆ

か
り
の
お
菓
子
や
地
ビ
ー
ル
が
あ
っ
た
り
、
イ
タ

リ
ア
・
カ
リ
ア
ー
リ
社
の
コ
ー
ヒ
ー
が
提
供
さ
れ

た
り
、
し
か
も
そ
れ
ら
が
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
（
件
の

コ
ー
ヒ
ー
は
１
杯
100
円
！
）
で
あ
る
な
ど
、
後
発

の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
と
し
て
差
別
化
を
図
り
、
独
自
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
見
て
取
れ
ま

し
た
。

広
島
空
港
に
到
着
後
は
、
バ
ス
と
電
車
で
移
動

し
、
呉
市
海
事
歴
史
科
学
館
「
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
へ
向
か
い
ま
し
た
。
こ
こ
は
、
戦
艦
大
和
を

は
じ
め
、
様
々
な
船
が
建
造
さ
れ
て
き
た
軍
港
・

呉
の
歴
史
と
、
当
時
の
技
術
を
紹
介
す
る
と
共
に
、

平
和
学
習
の
場
と
し
て
開
設
さ
れ
た
も
の
で
（
※

歴
史
認
識
に
関
し
て
の
意
見
等
は
一
切
な
く
、
あ

く
ま
で
中
立
的
に
提
示
さ
れ
て
い
る
）
、
展
示
内

容
が
非
常
に
充
実
し
て
お
り
、
歴
史
が
好
き
な
人

に
も
、
科
学
が
好
き
な
人
に
も
楽
し
め
る
内
容
だ

と
思
い
ま
し
た
。
道
路
を
挟
ん
だ
反
対
側
に
は
、

海
上
自
衛
隊
の
呉
史
料
館
「
て
つ
の
く
じ
ら
館
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
で
は
、
掃
海
活
動
や
、
潜

水
艦
の
発
展
の
紹
介
と
共
に
、
退
役
し
た
潜
水
艦

「
あ
き
し
お
」
の
屋
外
展
示
と
、
内
部
の
一
部
の

公
開
が
行
わ
れ
て
お
り
、
知
的
好
奇
心
を
満
た
す

内
容
で
し
た
。

■
メ
ガ
ネ
の
サ
ト
ウ
■

南
千
住
５
丁
目
43
の
13
【
コ
ツ
通
り
】

℡
０
３
（
３
８
０
６
）
４
９
３
０

★
休
業
日
の
ご
あ
ん
な
い
【
不
定
休
で
す
】
★

９
月
…
23
（
祝
）
、
30
（
火
）

10
月
…
7
（
火
）
、
13
（
祝
）
、
21
・
28
（
火
）

★
営
業
時
間
の
ご
あ
ん
な
い
★

平
日
（
月
～
金
）
…
AM
９
時
～
PM
６
時
30
分

※
10
月
20
日
（
月
）
の
み
、P

M

１
時3

0

分
で
終
業

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

土
・
日
…
AM
10
時
～
PM
５
時

メガネの
祐一郎君の

アドバイス

春
秋
航
空
日
本
で

「
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
探
訪
記消費生活アドバイ

ザー佐藤 祐一郎

９
月
29
日
ま
で
、
「
遠
近
両
用
プ
レ
ミ
ア
ム
バ
ー
ゲ
ン
」

を
開
催
中
で
す
。
詳
細
は
、
17
日
（
水
）
の
「
新
聞
折

込
チ
ラ
シ
」
を
ど
う
ぞ
。
店
内
で
も
配
布
中
で
す
。

旅行日：2014年8月29日（金）

◆往路【スプリングジャパン IJ621便】

成田（6：55発）→広島（8：35）

運賃￥737＋座席指定料￥500＋支払手数料￥300

◆復路【スプリングジャパン IJ624便】

広島（18：50）→成田（20：20）


